






要約:PCR 法を用い母体血より胎児性別判定が可能であるかを検討するために,男児あるい

は女児を分娩した褥婦の末梢血各々15例よりDNAを抽出しPCR法でY染色体特異塩基配列

102bp 領域を増幅した。男児を分娩した母体血の全例より 102bp が増幅されたが,女児を分

娩した母体血 15 例中 7例及び女性コントロール 5例中 2例にも 102bp が増幅された。母体

血による性別判定が可能であることが示唆されたが,増幅領域やコンタミネーションの問

題など今後の検討が必要である。 


